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観測点offset(m) 観測距離(m) 非観測距離(m)

近景域 400 0

中景域 2500 400

遠景域 15000 2500

1.2

路線名 延長(km)

6号 茨城県取手市取手 - 茨城県北茨城市平潟町 152.5
50号 茨城県結城市小田林 - 茨城県水戸市三の丸 62.9
51号 茨城県稲敷郡東町 - 茨城県水戸市三の丸 65.5

280.9

区間
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1. はじめに 

地域資源を活かした国民的な原風景を創成する運動を促

し,以って地域活性化,観光振興に寄与することを目的とし

て,2005 年にシーニックバイウェイ戦略会議（現日本風景街

道戦略会議）が設立された.このように今後の社会資本整備

においては,美しい国づくりに向けて地域の潜在的な価値を

発掘し,その価値を向上させることにより地域の魅力を高める

といった取り組みを一層体系的に推進することが求められて

いる 1)2). 

 そこで本研究では GIS による可視・不可視領域シミュレー

ションを用いて現地形に準拠した地域の景観特性・眺望傾

向を一体的に捉え, その土地の地形が元来持つ性格を明ら

かにすることで,景観という概念を他の諸機能と共に総合的に

捉えた計画・設計・整備を行う際の一指針を作成することが

目的である.対象地域は本研究機関が位置する茨城県とし,

地域への玄関口であり来訪者が視覚から都市文脈を把握す

る頻度の高い県内主要幹線道路を中心に,道路景観形成に

関する研究として行った. 

2. 対象領域 

 茨城県とその隣接県とを繋ぐ主要国道である国道 6 号,国

道 50 号,国道 51 号の 3 路線を研究対象領域とした.区間と路

線延長を表-1 に示す. 

3. DEM を用いた可視・不可視シミュレーション 

(1)使用データ 

 解析に使用したデータは次の 3 点である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・数値地図 50m メッシュ（標高） 

・国土数値情報（道路_茨城県） 

・国土数値情報（土地利用メッシュ_茨城県） 

(2) 解析概要 

標高データに基づき,対象路線上の任意の観測点からサ

ーフェス全体を対象に可視領域の計算を行った. なお,観測

点には以下の 4 つの視点場条件を付与した. 

① 観測点位置(observation point) 

② 観測点の z-値となる垂直距離(Offset A) 

③ 非観測距離(Radius1) 

④ 観測距離(Radius2)   

観測点位置は,対象 3 路線の結節点である水戸市を中心

点 0 とし,路線沿いに 5km間隔で 54 箇所 3 景域,計 162 点の

視点場のプロットを行った.観測点 offset として表記した視点

高さは,普通乗用車を想定して 1.2m とし,視距離帯は人間と

樹木を標準対象とした絶対的な分割法を用い,遠景域の最大

視程は晴天の昼を想定した 15km と設定した.なお本研究で

は,観測方位角,仰角・俯角に関しては考慮しないものとする. 

設定した数値は表-2 に示す. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-2 視点高さと視距離帯の分割条件 3)4) 

表-1 対象路線概要 

図-1 茨城県土地利用分類図 
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主たる景の要素 視点場数

建物 12

河川地及び湖沼、田 9

田以外の農用地 5

海浜、海水域 3

田 21

森林 4

河川地及び湖沼、田 9

建物、田 4

森林、建物 7

海浜 1

海水域、ゴルフ場 11

田以外の農用地 15

眺望が開けていない 7

海水域 7

森林 14

森林、田を含む農用地 6

田、河川地及び湖沼 3

河川地及び湖沼 1

建物、眺望が開けていない 1

眺望が開けていない 9

あらゆる要素が混在 13

近景域

中景域

遠景域

S70 S65 S60 S55 S50 S45 S40 S35 S30 S25 S20 S15 S10 S5 0

近景域 16 37 26 30 40 28 18 30 18 33 27 14 27 39 38

中景域 82 843 344 332 409 595 414 38 231 78 480 28 403 874 455

遠景域 362 938 1177 171 631 1684 871 246 1066 371 1535 6 404 1865 1056

近＋中＋遠 460 1818 1547 533 1080 2307 1303 314 1315 482 2042 48 834 2778 1549
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 (3) 可視領域の展開と土地利用分類図の切り出し 

（2）で設定した条件のもと可視領域を展開すると,図-2 のよ

うになる.白色で示された領域が,北茨城市を通る国道 6 号線

の任意の点からの可視領域の範囲であり,左から近景域,中

景域,遠景域となっている.この可視領域面積の推移の一例

を図-3 に示す.単位は Pixel で,1Pixel あたり 100×100ｍとな

っている.区間は国道 6 号線上の取手-水戸間である. 

そして,それら展開した可視領域と土地利用分類図とを

重ね合わせ,重複領域を切り出した.本研究では可視領域中

に含まれる土地利用を潜在的な眺望として位置付けるものと

する.図-4 は図-3 と同区間において,土地利用分類図より把握

した景観構成の推移を,積み上げ面グラフとして示したもので

ある.この結果をもとに,主成分分析・クラスター分析を行い,景

観タイプ毎に 54 か所の視点場を類型化した.その結果を表-3

に示す. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

本研究では,茨城県内主要国道周辺の土地利用特性から

みた景観構造と,景観タイプによる路線の区間区分を明らか

にした. 
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図-2 土地利用分類図と可視領域図（左：近景域 中央：中景域 下：遠景域） 

図-4 景観構成の移り変わり 
（上：近景域 中央：中景域 下：遠景域） 

図-3 茨城県土地利用分類図 

表-3 茨城県土地利用分類図 
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